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米米
中中
対対
立立
にに
つつ
いい
てて

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
の
米
中
首
脳

会
談
で
米
中
、
日
中
の
間
で

意
思
疎
通
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
そ
れ
が
米
中
の
緊
張
緩

和
や
日
中
の
対
立
の
解
消
に

つ
な
が
る
こ
と
は
な
く
、
対

立
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
可

能
性
が
高
い
。
そ
の
理
由
は
、

か
つ
て
主
流
だ
っ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
対
中
寛
容
政
策
な

ど
の
流
れ
が
過
去
の
も
の
と

な
っ
た
今
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
が

で
き
て
も
解
消
さ
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。

今
の
世
界
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
で
は
な
く
、
信
頼
で
き
る

貿
易
相
手
国
と
の
関
係
強
化

（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
）
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
中
国
に
お
い
て
も
、

本
質
的
に
は
米
国
と
同
じ
経

済
政
策
を
取
っ
て
い
る
。

米
国
は
同
盟
国
と
の
関
係

を
強
化
し
、
「
中
国
の
囲
み

込
み
」
を
実
施
し
て
お
り
、

中
国
の
外
交
は
行
き
詰
ま
り

を
見
せ
て
い
る
（
と
思
わ
れ

る
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中

国
の
強
硬
路
線
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
米

国
と
中
国
の
対
象
国
の
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
ー
が
異
な
る
か

ら
で
あ
る
。
両
国
の
プ
ラ
イ

オ
リ
テ
ィ
ー
は
、
米
国
は
①

イ
ン
ド
太
平
洋
②
欧
州
③
ア

メ
リ
カ
大
陸
④
中
東
で
あ
る

の
に
対
し
、
中
国
は
い
わ
ゆ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
（
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
む
発
展

途
上
国
）
に
置
い
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
は
関
係
す
る
国

家
間
枠
組
み
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。

結
果
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域

で
は
米
国
が
優
位
に
見
え
る

が
、
中
国
は
こ
の
地
域
は
重

視
せ
ず
、
中
国
外
交
は
グ
ロ
ー

バ
ル
サ
ウ
ス
の
中
で
成
功
を

収
め
て
い
る
。
こ
れ
が
中
国

の
対
外
政
策
は
変
わ
ら
な
い

理
由
で
あ
る
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ

ス
諸
国
は
ど
ち
ら
の
側
に
も

付
か
な
い
傾
向
が
あ
り
、
一

例
と
し
て
台
湾
有
事
に
つ
い

て
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
民
に

対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
結
果
、
日
本
の
期
待
に

反
し
、
全
般
的
に
中
立
を
維

持
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。

台台
湾湾
有有
事事
にに
つつ
いい
てて

中
国
は
両
岸
友
好
政
策
を

第
一
に
考
え
て
お
り
、
も
し

こ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
い
と

認
識
し
た
場
合
は
武
力
行
使

の
可
能
性
は
高
く
な
る
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
た
め
両
岸
友

好
政
策
の
評
価
を
見
て
ゆ
く

必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

は
、
軍
事
力
だ
け
で
は
現
代

戦
に
勝
て
な
い
こ
と
を
中
国

は
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
教
訓
（
ロ
シ
ア
の
銀
行
の

Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
（
国
際
銀
行
間

通
信
協
会
）
か
ら
排
除
）
か

ら
中
国
は
人
民
元
の
国
際
化

を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
他
方
、

中
国
経
済
は
現
在
低
迷
し
て

い
る
た
め
、
戦
争
の
中
国
経

済
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、

当
事
者
に
と
っ
て
戦
争
の
ハ
ー

ド
ル
を
上
げ
る
こ
と
で
も
あ

る
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
台

湾
有
事
は
中
国
有
事
で
も
あ

り
、
戦
争
の
ハ
ー
ド
ル
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
戦
争
が
経

済
的
に
中
国
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
よ
う
な
対
中
政
策
も

必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

現現
状状今回

の
米
中
首
脳
会
談
後

は
、
対
話
を
す
る
た
め
の
糸

口
を
つ
か
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
。

米
中
対
立
は
過
去
50
年
で
最

悪
の
状
況
に
あ
る
と
み
る
べ

き
。国

際
秩
序
は
今
、
大
き
な

激
動
の
さ
な
か
に
あ
る
。
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、

ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
対

立
、
北
朝
鮮
と
ロ
シ
ア
と
の

軍
事
的
な
協
力
な
ど
の
陰
で

世
界
は
今
、
権
威
主
義
諸
国

（
ロ
シ
ア
、
中
国
、
北
朝
鮮
）

に
よ
る
不
気
味
な
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
更

に
事
態
を
深
刻
化
し
て
い
る

の
は
大
国
間
（
ロ
シ
ア
と
欧

米
、
米
と
中
）
の
不
信
感
が

継
続
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

米
国
は
弱
体
化
し
て
お
り
解

消
の
可
能
性
が
見
え
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
後
退
し
、

今
世
界
は
楕
円
化
（
中
心
が

二
つ
）
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。

か
つ
て
米
国
は
中
国
に
接

近
し
た
。
具
体
的
に
は
技
術

の
開
放
で
あ
る
。
米
国
は
、

中
国
は
米
国
に
追
い
付
け
な

い
と
思
っ
て
い
た
。
中
国
の

民
主
化
へ
の
変
化
を
期
待
し

て
い
た
。
そ
れ
が
変
わ
っ
た

の
は
２
０
１
５
年
前
後
で
あ

り
、
技
術
の
一
部
が
中
国
に

既
に
抜
か
れ
て
い
る
事
実
を

発
見
し
、
そ
れ
が
恐
怖
に
変

わ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
期
待

の
裏
返
し
で
あ
る
不
信
が
生

ま
れ
た
。
こ
れ
に
気
付
い
た

中
露
は
先
を
急
い
だ
（
本
性

を
現
し
た
）
。

米
国
も
変
わ
っ
て
い
く
。

本
来
米
国
が
目
指
し
て
い
る

は
自
由
貿
易
（
グ
ロ
ー
バ
ル

化
）
で
あ
る
が
、
半
導
体
、

Ａ
Ｉ
、
バ
イ
オ
関
連
な
ど
の

最
先
端
技
術
の
規
制
を
強
化

し
、
「
自
由
だ
が
安
全
貿
易
」

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

米
国
に
と
っ
て
台
湾
は
、

地
政
学
的
、
半
導
体
技
術
、

そ
し
て
民
主
主
義
と
い
う
価

値
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
米
国
の
台
湾
政
策
の
本
質

は
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
こ

と
（
戦
後
の
後
処
理
で
は
な

い
）
で
あ
る
。
こ
の
た
め
の

政
策
は
戦
争
の
ハ
ー
ド
ル
を

上
げ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一

方
こ
の
行
動
は
中
国
か
ら
見

る
と
、
台
湾
を
中
国
か
ら
遠

ざ
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
こ
の
た
め
米
中

首
脳
会
談
に
お
い
て
、
軍
事

部
門
の
ト
ッ
プ
会
談
を
重
視

し
て
い
る
。

今今
後後
のの
展展
望望

①
短
期
的
（
現
在
）
に
は
、

突
発
的
な
出
来
事
が
な
け
れ

ば
、
対
話
路
線
で
一
致
、
②

中
期
的
（
24
年
頃
ま
で
）
に

は
米
中
対
立
（
相
互
不
信
と

楕
円
化
）
の
大
枠
変
わ
ら

ず
、
③
長
期
的
（
25
年
以
降
）

に
は
ア
メ
リ
カ
の
指
導
力

に
疑
問
符
が
つ
い
て
い
る
た

め
、
第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権

（
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
）

の
可
能
性
大
、
そ
し
て
分
裂

か
。ア

メ
リ
カ
は
人
口
が
増
え

て
い
る
。
超
長
期
的
に
は
経

済
が
復
調
し
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
の
可
能

性
も
あ
る
。
し
か
し
当
面
は

激
流
に
堪
え
る
備
え
が
必
要
。

そ
れ
で
も
大
き
な
ト
レ
ン
ド

と
様
々
な
予
測
力
を
組
み
合

わ
せ
れ
ば
よ
り
良
い
国
家
の

政
策
を
作
っ
て
い
け
る
か
も

し
れ
な
い
。

中中
央央
防防
衛衛
セセ
ミミ
ナナ
ーー
開開
催催

米米
中中
首首
脳脳
会会
談談
がが
米米
中中
のの
緊緊
張張
緩緩

和和
やや
日日
中中
のの
対対
立立
のの
解解
消消
にに
はは
つつ

なな
がが
るる
ここ
とと
はは
なな
いい
だだ
ろろ
うう

米米
中中
対対
立立
はは
過過
去去
5500
年年
でで
最最
悪悪
のの

状状
況況
にに
ああ
るる
とと
みみ
るる
べべ
きき

佐佐
橋橋

講講
師師

青青
山山

講講
師師

11
月
17
日
、
米
中
首
脳
会
談
の
２
日
後
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
に
お
い
て
第
50
回
中
央
防
衛
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
セ

ミ
ナ
ー
は
、
早
稲
田
大
学
現
代
中
国
研
究
所
所
長
・
青
山
瑠
妙
教
授
と
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
・
佐
橋
亮
准
教
授
を

講
師
に
迎
え
、
岩
﨑
理
事
長
開
講
挨
拶
の
後
「
米
中
対
立
の
な
か
で
我
が
国
の
安
全
保
障
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

実
施
さ
れ
た
。

公
演
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
し
た
ほ
か
、
11
月
28
日
か
ら
録
画
配
信
し
て
い
る
。
視
聴
は
左
上
の

お
知
ら
せ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

講
演
内
容
サ
マ
リ
ー
は
次
の
と
お
り
。

岩
﨑
茂
隊
友
会
理
事
長
、

火
箱
芳
文
偕
行
社
理
事
長
、

村
川
豊
水
交
会
専
務
理
事
、

齊
藤
治
和
つ
ば
さ
会
会
長
は
、

11
月
２
日
、
木
原
稔
防
衛
大

臣
に
対
し
、
令
和
５
年
度
政

策
提
言
書
を
提
出
し
た
。
今

年
度
は
、
３
文
書
制
定
後
の

最
初
の
提
言
書
で
あ
り
、
３

文
書
の
内
容
を
踏
ま
え
、
更

に
未
来
を
見
据
え
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
つ
１

日
、
４
団
体
代
表
は
、
増
田

和
夫
防
衛
事
務
次
官
及
び
三

貝
哲
人
事
教
育
局
長
を
そ
れ

ぞ
れ
訪
問
し
、
政
策
提
言
書

の
説
明
を
行
っ
た
。

岩
﨑
理
事
長
の
挨
拶
、
担

当
執
行
役
の
説
明
の
後
、
各

団
体
か
ら
の
意
見
が
述
べ
ら

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
木
原
大

臣
は
、
冒
頭
「
概
略
の
説
明

を
受
け
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
現

職
を
思
う
気
持
ち
の
伝
わ
る

よ
う
な
提
言
だ
と
思
い
ま
す
」

と
感
想
を
述
べ
、
新
た
な
基

準
の
人
材
採
用
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
た
後
、
最
後
に

「
岩
﨑
理
事
長
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
先
週
防
衛
大
臣
表

彰
を
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。

本
当
に
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
支
え

が
あ
っ
て
、
防
衛
省
現
職
隊

員
が
大
変
励
み
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
」
と
述
べ
た
。

（
特
別
面
に
関
連
記
事
）

◇
解
説

隊
友
会
は
、
「
国
民
と
自

衛
隊
と
の
か
け
橋
」
と
し
て
、

国
民
の
防
衛
意
識
の
高
揚
や

国
の
防
衛
・
防
災
施
策
等
へ

の
協
力
に
関
す
る
各
種
活
動

の
一
環
と
し
て
防
衛
環
境
の

改
善
・
防
衛
基
盤
の
育
成
発

展
に
寄
与
す
る
防
衛
諸
政
策

の
あ
り
方
な
ど
に
関
す
る

「
政
策
提
言
書
」
を
昭
和
47

年
か
ら
毎
年
、
防
衛
省
に
提

出
す
る
と
と
も
に
国
会
議
員

や
各
界
有
識
者
な
ど
に
送
付

し
て
い
る
。

平
成
28
年
度
か
ら
偕
行
社
、

水
交
会
及
び
つ
ば
さ
会
が
加

わ
り
４
団
体
合
同
で
作
成
し
、

よ
り
深
く
幅
広
い
提
言
書
と

な
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
政
策
提
言
書

の
要
約
は
、
今
月
号
の
特
別

面
に
記
載
し
て
い
る
。

つつばばささ会会水水交交会会偕偕行行社社隊隊友友会会

重重点点項項目目
①①国国をを防防衛衛すするる実実力力組組織織ととししてて憲憲法法にに明明記記
②②専専守守防防衛衛にに代代わわるる憲憲法法のの精精神神にに則則っったた新新たたなな理理念念のの検検討討
③③反反撃撃能能力力のの整整備備とと運運用用
④④オオーールル・・ドドメメイインンへへのの対対応応
⑤⑤人人的的基基盤盤のの強強化化
⑥⑥台台湾湾危危機機へへのの対対応応
⑦⑦防防衛衛生生産産・・技技術術基基盤盤等等のの強強化化

11
月
１
日
、
愛
媛
県
大
洲

市
に
お
い
て
山
林
火
災
が
発

生
。
火
災
現
場
が
急
斜
面
の

山
で
あ
り
地
上
か
ら
の
消
火

活
動
は
困
難
な
こ
と
か
ら
、

同
日
、
愛
媛
県
知
事
か
ら
陸

自
第
14
旅
団
長
に
対
し
空
中

消
火
に
係
る
災
害
派
遣
要
請

が
あ
っ
た
。

第
14
旅
団
（
善
通
寺＝

旅

団
長
・
大
場
剛
陸
将
補
）
は
、

第
14
飛
行
隊
（
北
徳
島
）
を

基
幹
と
し
中
部
航
空
方
面
隊

（
八
尾
、
美
保
）
及
び
航
空

学
校
（
明
野
）
か
ら
支
援
を

受
け
、
Ｕ
Ｈ
ー
１
×
４
機
、

Ｃ
Ｈ
ー
47
×
３
機
の
ほ
か
、

航
空
管
制
、
映
像
伝
達
、
通

信
、
燃
料
、
糧
食
、
輸
送
等

の
支
援
部
隊
を
含
む
災
害
派

遣
部
隊
を
編
成
し
消
火
活
動

に
当
た
り
、
活
動
終
了
の
５

日
ま
で
の
間
、
Ｃ
Ｈ
ー
47
に

よ
る
60
回
の
空
中
消
火
（
水

量
約
３
０
０
㌧
）
を
行
っ
た
。。

ま
た
、
空
中
か
ら
の
消
火

活
動
は
、
陸
自
の
ほ
か
、
愛

媛
県
防
災
ヘ
リ
や
他
県
か
ら

応
援
に
駆
け
付
け
た
防
災
ヘ

リ
を
含
む
６

機
体
制
で
行

わ
れ
た
た
め
、

第
14
飛
行
隊

は
現
場
上
空

の
空
中
統
制

を
実
施
し
た
。

（（
第第
1144
旅旅
団団

広広
報報
班班
投投
稿稿
））

鳥
取
県
隊

友
会
（
会
長
・

山
本
洋
）
は
、、

11
月
２
日
、

陸
自
美
保
分

屯
地
に
お
い
て
、
愛
媛
県
大

洲
市
に
お
け
る
山
林
火
災
災

害
派
遣
部
隊
（
中
部
方
面
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
３
飛
行
隊
）

に
対
し
隊
友
会
か
ら
の
激
励

品
を
贈
呈
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
自
衛
隊
は
、

活
動
範
囲
の
増
大
に
よ
り
、

今
後
と
も
リ
ス
ク
の
高
い
任

務
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
任
務
完
遂
は
第

一
義
で
あ
る
も
の
の
、
派
遣

さ
れ
た
隊
員
の
安
全
に
つ
い

て
も
十
分
配
慮
し
、
全
隊
員

美保分屯地において原園後方幹部（須甲第３
飛行隊長代理）に激励品を手交する内田顧問

三三
重重
県県
大大
阪阪
府府
鳥鳥
取取
県県
徳徳
島島
県県
かか
らら
災災
派派

鳥鳥
取取
県県
隊隊
友友
会会

私
が
テ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

コ
ー
ス
（
空
自
「
試
験
飛
行

操
縦
士
課
程
」
）
で
学
ん
で

い
た
と
き
、
「
航
空
機
の
開

発
に
は
最
低
で
も
10
年
を
要

す
る
も
の
で
あ
り
、
20
年
先

に
向
け
た
運
用
を
考
え
て
叡

智
を
絞
れ
」
と
言
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
当

時
（
１
９
９
０

年
前
半
）
米
国

と
の
共
同
開
発

の
Ｆ
ー
２
戦
闘
機

の
開
発
途
上
で
、

ま
さ
に
わ
が
国

の
複
合
材
や
レ
ー

ダ
ー
技
術
な
ど

が
注
目
を
浴
び

活
気
づ
い
て
い

た
時
代
で
あ
っ

た
。
時
代
は
進

み
、
約
20
年
後

の
２
０
１
１
年
、

私
は
次
期
戦
闘

機
企
画
室
長
と

し
て
Ｆ
ー
４
後
継

機
の
選
定
に
関
わ
っ
た
が
、

Ｆ
ー
35
Ａ
が
選
ば
れ
、
ス
テ

ル
ス
性
や
統
合
ア
ビ
オ
ニ
ク

ス
な
ど
新
時
代
を
リ
ー
ド
す

る
、
ま
さ
に
「
ゲ
ー
ム
チ
ェ

ン
ジ
ャ
ー
」
に
ふ
さ
わ
し
い

戦
闘
機
が
配
備
さ
れ
る
に
至
っ

た
。

ま
も
な
く
２
０
２
４
年
を

迎
え
る
が
、
科
学
技
術
の
進

歩
は
ま
す
ま
す
加
速
し
、
Ａ

Ｉ
の
汎
用
化
や
、
無
人
化
へ

の
期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、
技
術

が
先
鋭
化
す
る
ゆ
え
に
、
新

た
な
発
想
に
行
き
詰
ま
り
感

が
出
て
、
将
来
の
方
向
性
を

見
出
し
に
く
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
さ
ら
に
ド
ロ
ー
ン
な

ど
の
無
人
機
や
Ａ
Ｉ
活
用
技

術
も
、
あ
る
意
味
で
諸
外
国

に
先
を
越
さ
れ
、
今
や
、
我
々

が
世
界
に
先
ん
じ
て
バ
ー
ゲ

ニ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
を
発
揮
で

き
る
ア
イ
テ
ム
が
な
い
の
で

は
な
い
か
と
も
感
じ
る
。

「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
」

と
は
、
「
物
事
の
状
況
や
流

れ
を
一
変
さ
せ
る
プ
ロ
ダ
ク

ト
、
ア
イ
デ
ア
の
こ
と
」
で

あ
る
。
私
自
身
成
案
は
な
い

が
、
例
え
ば
、
多
く
の
デ
ー

タ
か
ら
学
習
し
自
ら
次
の
行

動
を
決
め
る
「
Ａ
Ｉ
」
に
対

し
て
、
経
験
や
豊
か
な
感
情

を
持
ち
組
織
を
背
負
う
「
人
」

と
の
か
か
わ
り
方
を
決
め
て

い
く
の
も
一
つ
の
方
向
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
航
空
宇
宙
分

野
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

を
従
来
の
基
準
を
越
え
て
創

造
し
各
国
の
既
存
シ
ス
テ
ム

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

20
年
先
は
２
０
４
０
年

代
で
あ
る
。
新
し
い
装
備
品

が
10
年
後
に
運
用
で
き
て

も
更
に
10
年
以
上
は
最
先

端
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ａ
Ｉ
の
「
知
能
」
に
は
で
き

な
い
、
時
代
を
先
取
り
で
き

る
「
ネ
オ
・
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン

ジ
ャ
ー
」
を
人
の
「
叡
智
」

で
こ
れ
か
ら
創
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
今
こ
そ
必
要
で
あ

る
。（（

常常
務務
執執
行行
役役
城城
殿殿
保保
））

き

ど
の
た
も
つ

ネネオオ・・ゲゲーームムチチェェンンジジャャーー
－－2200年年先先にに向向けけたた叡叡智智－－

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広

様

５
千
円

航航
空空
自自
衛衛
隊隊

中
井

教

様

１
万
円

（
順
不
同
、
十
一
月
三
十
日
現
在
）

青青
山山
講講
師師

米米
中中
対対
立立
でで
中中

国国
のの
対対
外外
政政
策策
はは
どど
うう
動動
くく

のの
かか
？？

佐佐
橋橋
講講
師師

米米
中中
対対
立立
のの
なな

かか
でで
我我
がが
国国
のの
安安
全全
保保
障障
をを

考考
ええ
るる

が
無
事
に
帰
還
す
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
た
い
。

（（
事事
務務
局局
長長
・・
西西
田田
勝勝
造造
））

増田防衛事務次官に提言書を
手交する岩﨑理事長三貝人事教育局長への説明

令和５年12月15日
第836号

公益社団法人　隊友会　https://www.taiyukai.or.jp/ 来年度からの新連載
開始に向けて記事を
募集します

８面に詳細

春の異動
引越見積支援サービスを
各地で実施
２次元コード利用による事務の
効率化を図る（２面）

８面に「元気のある
支部」の連載を開始し
ました。
第１回は鹿児島県国分支部です。

令和５年度定時総会
の議決権行使要領と議案を

４面と５面の間に同封しました。

「防衛省からのお知らせ」
－防衛省を退職した皆様へ－

４面に掲載

新理事長に

岩﨑茂相談役
が就任

特別面に「令和５年度
政策提言書（要約）」
を掲載しました。

令和５年度中央防衛セミナー
録画配信のお知らせ
11月17日に実施されました令和５年度中央防衛セミナーの録画
配信を11月28日から開始しています。
視聴は隊友会ホームページ「お知らせ／中央防衛セミナー」から、
または右の２次元コードからアクセスしてください。


